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１．はじめに

に旭川市廃棄物処分場の概要， に供用表－1 表－2

開始までの経緯を示す。旭川市廃棄物処分場の設計

と施工に際して，地域住民から指摘された内容は，

『どうして江丹別に処分場を建設するの？ 『基本』，

計画の考えでは安全性が欠けている！ 『旭川市廃』，

棄物処分場の建設絶対反対！』などである。旭川市

では，これら施設に対する住民の不安を解消するた

， 。めに 基本計画策定時の遮水工等の見直しを行った

， ，しかし 安易に最新工法や新素材に変更を行う事は

恒久的なリスクを伴う最終処分場において無謀な行

為であり，基本理念に基づいた変更と，客観的尚か

つ工学的な検証と評価された工法を採用する事が重

要である。地域住民に対して最終処分場施設の安心

・安全保障を確約するためには 『設計と建設時に，，

フェールセーフの設計規範の遮水工と性能規定に基

づいた仕様が必要である。そして，環境ストレスや

ヒューマンエラーから生じる遮水工破損原因を取り

除く 『建設した施設の品質モニタリングを行い，』，

埋立地内で何が起きているか知る 『供用開始後の』，

埋立地内など施設で発生した事実を，速やかに・正

しく地域住民へ判りやすく伝える 。この『知る ，』 』

『取り除く 『伝える』ことが迷惑施設の大きな課』，

題である。

旭川市廃棄物処分場では，試験機関を有する産官

学グループが第三者機関的な立場で，客観的尚かつ

工学的な助言並びに指導と監修を行った。 に図－１

産官学グループによる第三者機関的な役割と事業者

側との関係を示す。産官学グループとして （株），

ホージュン 応用粘土科学研究所と(財)地域地盤環境

研究所並びに岡山大学環境理工学部 西垣 誠教授並

びに京都大学大学院地球環境学堂 嘉門雅史教授らが

第三者機関的な役割を果たした。本論では，聴き取

り調査や文献 などのから， に示す旭川市廃1 2 3) ) ) 表－２

棄物処分場の実施設計着手から供用開始までの概要

を フェールセーフデザイン モニタリング 情『 』，『 』，『

報公開』などの視点で報告する。

２．旭川市廃棄物処分場の計画から供用開始まで

旭川市廃棄物処分場は，石狩川上流の江丹別地区

に位置している。石狩川は北海道の尾根大雪山系・

石狩岳に源を発し，大小余りの支川を合わせて日本

海に注ぐ我が国屈指の大河川である。石狩川流域に

旭川市廃棄物処分場の概要表－１

供用開始までの経緯表－２

※(独)国立環境研究所 最終処分技術研究開発室

年　月 内　　　　　　容

平成2～3年度 次期処分場の候補地の調査検討着
手（市内７地区）

平成４年8月 次期最終処分場の建設地を江丹別
地区に選定

平成6年3月 次期廃棄物最終処分場施設基本構
想の策定

平成9年10月 江丹別地域の４団体から，次期廃
棄物最終処分場建設・調査の同意

平成11年9月 施設基本計画書の策定

平成11年10月 平成12年度廃棄物処理施設整備計
画書提出

平成12年5月 実施設計着手

平成12年9月 「一般廃棄物処理施設設置届出
書」の提出

平成12年10月 「一般廃棄物処理施設設置届出
書」の基準適合通知の受理

平成13年1月 旭川市廃棄物最終処分場建設工事
等の着手

平成15年3月 旭川市廃棄物最終処分場建設工事
等の竣功

平成15年7月 供用開始

項　目 内　容

家庭系及び事業系一般廃棄物
 (市内排出物に限る)
敷地面積      ：約179.9ha
埋立面積　　  ：約13万2千m2

埋立容量　　  ：約184万m3

雨水調整池    ：約4,240m3

浸出水 浸出水調整容量：12,700m3

処理設備 浸出水処理能力：600m3/日
生物，高度処理設備等
 (浸出水処理過程で膜処理を採用)

埋立構造 準好気性
埋立方法 山間層状埋立
埋立期間 平成15年７月から15年間
総事業費 約96億円

遮水シート        ：166,500m2

ベントナイトシート： 38,582m2

ベントナイト混合土： 28,300m3

埋立対象物

処理方式

遮水構造

施設規模
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北海道人口の半分以上の約 万人300
が生活している。旭川市は，北海道

内で最低気温を更新する江丹別地区

に最終処分場の計画を行った。この

地区は，最終処分場銀座と呼ばれる

ほど最終処分場が古くから集中して

いる。埋立地内の浸出水と地下水を

遮断する遮水シートが破損し，河川

や地下水汚染を危惧する声が地域住

民からあがった。地域住民は，最終

処分場の建設中止を求める公害審査

会への調停申請や建設工事禁止仮処

分命令の申し立てを地裁に行った。

12 5これに対して，旭川市は平成 年

月に基本設計の見直しを行った。な

12お，最終処分場建設に際し平成

年 月までは事務系職員が担当し，4
平成 年 月以降の基本設計見直し12 5
以降は，他の部署から新たに配置さ

れた技術系職員 名が設計建設に関3
わる職務を引き継いだ。

図平成 年 月以降の実施設計や12 5
に示す。凍上及び斜面安定試験－１

や公害審査会への調停や裁判や議会

対策など，多くの事務処理が技術系

職員 名だけで約 箇月間の短期間 産官学グループによる第三者機関的な役割(資料提供：旭川市)3 8 図－１

で行われた。建設期間中の遮水工の監

理や供用開始後の埋立管理マニュア

ル作成などは外部委託(一般競争入

札)されたが，実施設計は自治体自

ら考案した処分場基本理念(グラン

ドデザイン)を，外部委託の設計者

によって図面化されたものである。

平成 年に建設工事禁止仮処分15
命令の申し立ては地域住民によって

取り下げられ，平成 年 月に最終15 3
処分場が完成した。平成 年 月の15 7
供用開始後，外注管理による品質保証 旭川市廃棄物処分場の埋立地概要図－２
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地域住民が何時でも立ち入り出来るエリア

埋立地内の地下水モニタリグ用の専用配管

モニタリグ場所

深井戸，水平ボーリング

谷止め矢板h=5m

【設計】

【調査】

【施工】

【施工監理】 助言・研究

助言・監修
助言

相互協力・共同研究

第　三　者　機　関　的　役　割　（研究機関）事　　　　　　業　　　　　　者

  京都大学大学院地球環境学堂　嘉門雅史研究室旭　　川　　市　　環　　境　　部

設
計
・
施
工
・
施
工
監
理

芳野廃棄物最終処分場（仮称）埋立池造成工事
施工者：飛島・荒井・盛永・北野・橋本・タカハタ・
田中共同企業体

地下水流向調査
受注者：サンコーコンサルタント（株）

芳野廃棄物最終処分場（仮称）実施設計
履行者：（株）ドーコン

凍上及び法面安定試験
履行者：（株）ドーコン

供
用
開
始

旭川市廃棄物処分場環境対策協議会
(平成１６年４月条例化)

遮水機能管理設備設置工事
施工者：（株）大林組

遮水工監理
施工監理者：（株）ドーコン

処分場（仮称）建設工事に伴う遮水工管理協議会
特定元方事業者：飛島他６社共同企業体

 埋立管理　　 委託　（指名競争入札）

 水処理管理　委託　（指名競争入札）

遮水機能管理設備設置工事よる遮水工完了部の施工監理
施工監理者：（株）大林組

処分場（仮称）建設工事に伴う安全協議会
特定元方事業者：飛島他６社共同企業体

旭川市環境部（直接維持管理）

 搬入管理　 　委託　（随意契約）

   国立環境研究所
1 循環型社会形成推進・廃棄物研究センター
1 最終処分技術研究開発室

  岡山大学環境理工学部　西垣　誠研究室

  　『旭川市廃棄物処分場環境対策協議会』・構成：北海
道大学助教授松藤敏彦委員長、室蘭工業大学助手吉
田英樹副委員長、他委員９名　（うち市民公募４名）

【助言・意見具申・研究】

   （財）地域地盤環境研究所
1       本郷隆夫　福田光治

  （株）ホージュン　応用粘土科学研究所

  （岡山大学大学院　自然科学研究科　水野克己）

図－や保守管理の不具合の発生を防止するために，

に示すように，ゴミの搬入と埋立管理は委託，水１

処理管理は指名競争入札，維持管理業務は旭川市環

。 ，（ ，境部が直接行った そして 独)国立環境研究所が

供用開始後の最終処分場における底部遮水工の環境

ストレスなどの調査を継続している。

また，地域住民と学識経験者参加による『旭川市

廃棄物処分場環境対策協議会：北海道大学 助教授松

藤敏彦委員長』を法令で条例化した。協議会は，旭

川市廃棄物処分場を監視し，その適正な在り方につ

いて調査検討中で，概要は旭川市ホームページ

。http://www.city.asahikawa.hokkaido.jp/で 公開されている

３．旭川市廃棄物処分場の理念

に旭川市廃棄物処分場の施設概要を示す 川図－2 。『

のまち旭川』を象徴する旭川の豊かな自然は，旭川

三要素複合ライナーの概要図－３

市の市民の財産であり，地域住民と地域に共存する

生態系を守ることが必要である。最終処分場の安全

性と信頼性を向上させるには，最終処分場建設にお

砕石層
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k≦1.0E-07cm/s
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ベ
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ける地下水汚染リスクを最小化にすることである。

このため，旭川市廃棄物処分場では地下水を守る事

。 ，を基本理念とした に示す産官学グループは図－１

平成 年 月の基本設計の見直し当初から設立され12 5
たものでなく，基本理念を具体化するに当たり，事

業者側が個別に相談し産官学グループに至った。産

官学グループは， に示す案件に応じて事業者図－１

側である旭川市に対して，助言並びに指導・監修を

行った。

３．１ フェールセーフデザイン『取り除く』

旭川市廃棄物処分場の基本計画では遮水シートを

基 本 と し た 設 計 (製 品 規 定 )で ， 浸 出 水 調 整 池

( )は一枚の遮水シートで，埋立地( )12,700m 132,000m2 2

は二枚の遮水シートであった。設計変更後の主要遮

水工は，フェイルセーフを設計規範とした三要素複

合ライナーを採用した。三要素複合ライナーとは，

に示すように浸出水が遮水工を通過する時間図－３

75 312 100(トラベルタイム)が 年～ 年という いわば，

年性能規定を具体化させたものである 。3)

３．２ 持続可能なモニタリング『知る』

， ，旭川市廃棄物処分場では 地下水を守る理念から

浸出水から地下水を遠く離す対策と，埋立地内の地

下水水質モニタリングを重視した。 と と図－４ 図－５

に示す地下水観察池と処理水観察池は，誰も図－６

が何時でも立ち入り遮水工の健全性が観察できる。

また，遮水工直下の地下水を利用した地下水観察池

を恒久的に残すことで，最終処分場閉鎖以降も埋立

地遮水構造直下を流れる地下水の持続可能なモニタ

リングを行うことができる。埋立地内の地下水を用

いた観察池は，魚などの生態系が池で生息する様子

を観察する観察池と，遮水工直下の地下水モニタリ

ングと水質測定の常時公開は，事業者側からのリス

クコミュニケーションのひとつである 。1)

３．３ 情報公開『伝える』

旭川市廃棄物処分場では 『建設は反対だが，施，

設の安全性を理解していただく』ことを目標に，施

設の安全性と施設建設計画に理解を得るように，職

員自ら住民一人一人に模型などのコミニケーション

ツールを用いて説明会を実施した。

基本設計見直し後の旭川市廃棄物処分場の埋立地

概要を に示す。旭川市廃棄物処分場では 『建図－７ ，

設は反対だが，施設の安全性を理解していただく』

ことを目標に，計画と建設に際し，遮水工などを判

りやすく表現(ポスターや模型やベントナイトを用い

た簡便な止水実験)する手法などを試みた。 に図－８

示すように埋立地内は エリア，Ｂエリア，ＣエリA
ア，Ｄエリア(埋立期間 ～ 年)，Ｅエリア(埋立5 10
期間 ～ 年)とし，誰もが共通のイメージで理解10 15

A B Cを得るために エリアを 池 エリアを 川， 『 』， 『 』，

エリアを『丘 ， ・ エリアを『山』の言語に置き』 D E
換え，埋め立て地内地下水汚染の危険度のリスクに

応じてフューチャーズランゲージ手法を用いて遮水

工を『絵』で表現した 。そして，旭川市廃棄物処1)

分場では年間気温差 ℃，積雪 ｍ以上，最低気温60 2

地下水・雨水・浸出水ルート図－４

誰もが立ち入ることができるエリア図－５

地下水観察池と処理水観察池図－６

－ ℃の寒冷地で２年間の実規模試験を行い，埋立32
。地内の地下水汚染リスクに応じた遮水工を決定した

３．４ 自然環境の保全

旭川市廃棄物処分場の建設では，①施設の安全性

確保，②自然環境に調和した施設，③最終処分場建

設から発生した材料の再利用，④ペットボトルやガ

ラス瓶などを原料とした再生品の利用，⑤市民に親

しみやすい施設などを課題として整備を行った。工

事中期間中に伐採した木材を用いた多自然護岸や伐

採した木材のチップを用いた園路や芝生広場は，地

域住民の憩いの場として提供した。埋立地周辺は，

に示すように山林を用いた第１雨水調整池，図－４

第２雨水調整池内の植裁・緑化，湿性保護地，埋立

地内遮水工の緑化など，最小限の土地改変で，自然

環境の保全を行った 。2)
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出来るエリア
公道

公共エリア

芝生広場

埋立地
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埋立地内のエリア別の遮水工概要図－７

Ａ タ イ プ 『 池 』

遮 水 シ ー ト (GM) t=1.5

ベ ン ト ナ イ ト シ ー ト (GM/GCL) t=3.5
ベ ン ト ナ イ ト 混 合 土 (CCL) t=250

不 織 布 (GT) t=10
保 護 土 t=700

ベ ン ト ナ イ ト シ ー ト (GM/GCL) t=3.5

ベ ン ト ナ イ ト 混 合 土 (CCL) t=250

砕 石 t=300

基 盤 ： セ メ ン ト 安 定 処 理 t=300

(単 位 ： mm)

Ｂ タ イ プ 『 川 』

遮 水 シ ー ト (GM) t=1.5

ベ ン ト ナ イ ト シ ー ト (GM/GCL) t=3.5

ベ ン ト ナ イ ト 混 合 土 (CCL) t=500

不 織 布 (GT) t=10

保 護 土 t=700

砕 石 t=300

基 盤 ： セ メ ン ト 安 定 処 理 t=300

(単 位 ： mm)

Ｃ タ イ プ 『 丘 』

遮 水 シ ー ト (GM) t=1.5

ベ ン ト ナ イ ト 混 合 土 (CCL) t=500

不 織 布 (GT) t=10

保 護 土 t=700

砕 石 t=300

基 盤 ： セ メ ン ト 安 定 処 理 t=300

(単 位 ： mm)

Ｄ タ イ プ 『 山 』

遮 水 シ ー ト (GM) t=2.0

不 織 布 (GT) t=10

保 護 土

基 盤 ： セ メ ン ト 安 定 処 理 t=300
不 織 布 (GT) t=10

(単 位 ： mm)

Ｅ タ イ プ 『 山 』

遮 水 シ ー ト (GM) t=2.0

不 織 布 (GT) t=10

保 護 土

基 盤 ： セ メ ン ト 安 定 処 理 t=300
不 織 布 (GT) t=10

ハ ニ カ ム フ レ ー ム ， 緑 化 t=100

(単 位 ： mm)
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Ａエリア（平 坦 部 水 勾 配 ２% ）
Ｂエリア（法 面 部 ４割 ） Ｄエリア（法 面 部 ２割 ）

Ｅエリア（法 面 部 ２割 ）

Ｃエリア（平 坦 部 水 勾 配 ５% ）

Ｂエリア（平 坦 部 水 勾 配 ２% ）

３．５ 新たなグランドデザインの評価

基本計画策定時の遮水工等の見直しを行った後の

建設コストは， 円 (総事業費約 億円 ゴミ5,217 /m 96 /3

埋立容量約 万 )であり，フェイルセーフデザ184 m3

インの規範に基づいて最適遮水工を決定したことで

事業費約３億円削減した。これら，新たなグランド

デザインが，平成 年度地盤工学会技術業績賞，平15
成 年度土木学会環境賞，平成 年度国際ジオシ15 15
ンセティックス学会日本支部技術賞，ウエステック

大賞 審査委員長特別賞を授与し評価された。2004

４．まとめ

管理型最終処分場は，自治体にとって十数年に一

度建設される極めて頻度の小さい公共事業である。

このため，事業者側は，限られた職員と期間で設計

・施工監理並びに地域住民対応や議会対応などを行

わなければならない。地域住民との対話に基づいた

廃棄物処分場の建設は重要であるが，地域住民の要

望を具体化するに当たり，客観的尚かつ工学的な判

断が必要とされる。また，設計・建設を請負側も，

実際に最終処分場の設計と施工管理の実務を携わっ

た管理技術者が少なく，工事作業に携わる作業員は

未経験者が多く，第三者的な助言並びに指導・監修

が必要である。本事例に示すように，第三者機関的

な役割を果たした試験機関を有する産官学グループ

の存在は，公益性に基づいて主体的に廃棄物事業を

行う側の客観的尚かつ工学的な意思決定と事業の説

明責任を遂行するためにも必要不可欠である。

旭川市廃棄物処分場では，いまなお，全ての地域

住民に『基本的信頼感』と廃棄物処分場の理解を得

たわけではない。今後も，客観的判断を可能にする

第三者機関を介在し，地域住民に対し信頼ある情報

公開を確約し，地域住民との信頼関係を損なわない

よう，これを継続させていく努力が必要である。

埋立地内のエリア別の遮水構造概要図図－８

建設時に住民と交わした約束（処分場基本理念）

を，顔と顔を合わせた対話によって，維持管理そし

て閉鎖後もこれを確約することが 地域住民との 基， 『

本的信頼』を継続させることにつながると考える。
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